
(57)【要約】

【課題】　噴霧方式を採用した間接空冷タイプの吸収器

では、吸収液噴霧ノズルの目詰まり、溶液ポンプの吐出

ヘッド増大等による消費電力の増加等の問題がある。

【解決手段】　吸収器の冷却方式を、当該吸収器に流入

する吸収溶液を空冷冷却器にて過冷却した溶液の顕熱で

取り去るだけの間接空冷方式としてなる空冷吸収式冷凍

装置において、上記吸収器の吸収部に液膜流下式のプレ

ート構造を採用するとともに、その上部に同プレート部

に吸収溶液を均等に分配するための吸収溶液分配トレイ

を設け、当該プレート部の両面に上記過冷却後の吸収溶

液を液膜状態で流すことにより、冷媒蒸気の吸収を促進

させるようにした。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 吸 収 器 の 冷 却 方 式 を 、 当 該 吸 収 器 に 流 入 す る 吸 収 溶 液 を 空 冷 冷 却 器 に て 過 冷 却 し た 溶 液
の 顕 熱 で 取 り 去 る だ け の 間 接 空 冷 方 式 と し て な る 空 冷 吸 収 式 冷 凍 装 置 に お い て 、 上 記 吸 収
器 の 吸 収 部 に 液 膜 流 下 式 の プ レ ー ト 構 造 を 採 用 す る と と も に 、 そ の 上 部 に 同 プ レ ー ト 部 に
吸 収 溶 液 を 均 等 に 分 配 す る た め の 吸 収 溶 液 分 配 ト レ イ を 設 け 、 当 該 プ レ ー ト 部 の 両 面 に 上
記 過 冷 却 後 の 吸 収 溶 液 を 液 膜 状 態 で 流 す こ と に よ り 、 冷 媒 蒸 気 の 吸 収 を 促 進 さ せ る よ う に
し た こ と を 特 徴 と す る 空 冷 吸 収 式 冷 凍 装 置 の 吸 収 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 プ レ ー ト 部 は 、 フ ラ ッ ト な 平 面 プ レ ー ト よ り な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載
の 空 冷 吸 収 式 冷 凍 装 置 の 吸 収 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 プ レ ー ト 部 は 、 コ ル ゲ ー シ ョ ン タ イ プ の 平 面 プ レ ー ト よ り な っ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の 空 冷 吸 収 式 冷 凍 装 置 の 吸 収 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 プ レ ー ト 部 の 表 面 に 、 液 膜 拡 散 手 段 を 設 け て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
又 は ３ 記 載 の 空 冷 吸 収 式 冷 凍 装 置 の 吸 収 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 コ ル ゲ ー シ ョ ン タ イ プ の 平 面 プ レ ー ト の プ レ ー ト 部 に は 、 多 数 の 穴 が 設 け ら れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 又 は ４ 記 載 の 空 冷 吸 収 式 冷 凍 装 置 の 吸 収 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 発 明 は 、 間 接 空 冷 方 式 を 採 用 し た 空 冷 吸 収 式 冷 凍 装 置 の 吸 収 器 の 構 造 に 関 す る も の
で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 一 般 的 な 空 冷 吸 収 式 冷 凍 装 置 の 吸 収 器 は 、 例 え ば 図 ７ に 示 す よ う に 、 吸 収 器 ３ ０
を 、 多 数 の 伝 熱 フ ィ ン ９ ， ９ ・ ・ ・ を 備 え た 複 数 本 の 伝 熱 管 ３ ａ ， ３ ａ ・ ・ ・ （ 溶 液 流 入
口 ３ ｃ ， ３ ｃ ・ ・ ・ ） と 、 吸 収 溶 液 分 配 ト レ イ １ １ と か ら 構 成 し 、 溶 液 循 環 路 １ ３ に 設 け
た 冷 媒 循 環 ポ ン プ Ｐ を 介 し て 吸 収 器 ３ ０ の 伝 熱 管 ３ ａ ， ３ ａ ・ ・ ・ 内 の 冷 媒 通 路 ３ ｂ ， ３
ｂ ・ ・ ・ に 吸 収 溶 液 を 流 し 、 同 溶 液 通 路 ３ ｂ ， ３ ｂ ・ ・ ・ 部 分 で 蒸 発 器 側 か ら の 冷 媒 蒸 気
を 吸 収 さ せ な が ら 、 吸 収 溶 液 を 伝 熱 管 ３ ａ ， ３ ａ 外 周 の フ ァ ン Ｆ の 冷 却 風 に よ り 冷 却 さ れ
る 空 冷 フ ィ ン ９ ， ９ ・ ・ ・ で 冷 却 す る 直 接 空 冷 方 式 で あ り 、 吸 収 器 ３ ０ で は 、 冷 媒 蒸 気 の
吸 収 と 吸 収 溶 液 の 冷 却 と を 同 時 に 行 う た め の 気 液 界 面 の 拡 大 が 重 要 で あ る た め 、 小 型 化 へ
の 制 約 が 大 き い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 吸 収 溶 液 分 配 ト レ イ １ １ を 含 め た 上 下 吸 収 器 ヘ ッ ダ ー 部 分 で の ス ペ ー ス 、 蒸 気
圧 損 考 慮 の た め の 大 口 径 管 の 使 用 、 冷 媒 蒸 気 の 流 速 制 限 に 起 因 し て 蒸 発 器 と の 連 絡 管 が 太
く な る 等 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 コ ス ト 的 に も 、 溶 接 に よ る 接 続 箇 所 が あ る た め 、 小 型 機 で は 割 高 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ に 対 し て 、 例 え ば 図 ８ に 示 す よ う に 、 溶 液 ポ ン プ Ｐ に よ り 溶 液 循 環 路 １ ２ を 介 し て
筒 状 の 吸 収 器 ３ ０ 内 に 流 入 す る 吸 収 溶 液 を 伝 熱 管 １ ５ ａ ， １ ５ ａ ・ ・ ・ 、 伝 熱 フ ィ ン １ ７
， １ ７ ・ ・ ・ 、 上 下 ヘ ッ ダ １ ６ ｂ ， １ ６ ａ 、 フ ァ ン Ｆ 等 よ り な る 空 冷 式 の 冷 却 器 １ ５ に て
過 冷 却 す る こ と に よ っ て 、 吸 収 器 ３ ０ 内 で は 単 に 冷 媒 蒸 気 の み を 吸 収 さ せ 、 吸 収 熱 は 同 過
冷 却 さ れ た 吸 収 溶 液 の 顕 熱 で 取 り 去 る だ け の 間 接 （ 溶 液 分 離 冷 却 ） 空 冷 方 式 が あ り 、 同 方
式 で は 、 冷 却 手 段 が 不 要 と な る だ け 吸 収 器 ３ ０ 部 分 が 小 型 化 さ れ る の で 、 小 型 の 空 冷 吸 収
器 で は 有 利 で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 従 来 例 の 中 に は 、 そ の よ う な 特 徴 を 活 用 し 、 吸 収 溶 液 噴 霧 方 式 （ 図 ８ の 符 号 １
４ 参 照 ） に よ る 冷 媒 蒸 気 の 吸 収 方 法 を 採 用 し た 空 冷 吸 収 式 冷 凍 装 置 の 吸 収 器 が あ る （ 特 許
文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ９ ８ １ ６ ３ 号 公 報 （ 明 細 書 １ － ８ 頁 、 図 １ － １ ２ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し 、 同 噴 霧 方 式 で は 吸 収 液 噴 霧 ノ ズ ル １ ４ の 目 詰 ま り や 、 溶 液 ポ ン プ の 吐 出 ヘ ッ ド
増 大 に よ る 消 費 電 力 の 増 加 等 の 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 願 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 吸 収 器 の 冷 却 方 式 を 、
上 記 吸 収 器 に 流 入 す る 吸 収 溶 液 を 空 冷 冷 却 器 に て 過 冷 却 し た 溶 液 の 顕 熱 で 取 り 去 る だ け の
間 接 空 冷 方 式 と す る 一 方 、 吸 収 器 の 吸 収 部 に 液 膜 流 下 式 の プ レ ー ト 構 造 を 採 用 す る と と も
に 、 そ の 上 部 に プ レ ー ト に 吸 収 溶 液 を 均 等 に 分 配 す る た め の 吸 収 溶 液 分 配 ト レ イ を 設 け 、
当 該 プ レ ー ト の 両 面 に 上 記 過 冷 却 後 の 吸 収 溶 液 を 液 膜 状 態 で 流 す こ と に よ っ て 、 冷 媒 蒸 気
の 吸 収 を 促 進 さ せ る よ う に し た 高 効 率 か つ 小 型 、 低 コ ス ト の 空 冷 吸 収 器 を 提 供 す る こ と を
目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 願 発 明 は 、 同 目 的 を 達 成 す る た め に 、 次 の よ う な 課 題 解 決 手 段 を 備 え て 構 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 （ １ ） 　 第 １ の 課 題 解 決 手 段
　 こ の 発 明 の 第 １ の 課 題 解 決 手 段 は 、 吸 収 器 の 冷 却 方 式 を 、 当 該 吸 収 器 に 流 入 す る 吸 収 溶
液 を 空 冷 冷 却 器 に て 過 冷 却 し た 溶 液 の 顕 熱 で 取 り 去 る だ け の 間 接 空 冷 方 式 と し て な る 空 冷
吸 収 式 冷 凍 装 置 に お い て 、 上 記 吸 収 器 の 吸 収 部 に 液 膜 流 下 式 の プ レ ー ト 構 造 を 採 用 す る と
と も に 、 そ の 上 部 に 同 プ レ ー ト 部 に 吸 収 溶 液 を 均 等 に 分 配 す る た め の 吸 収 溶 液 分 配 ト レ イ
を 設 け 、 当 該 プ レ ー ト 部 の 両 面 に 上 記 過 冷 却 後 の 吸 収 溶 液 を 液 膜 状 態 で 流 す こ と に よ り 、
冷 媒 蒸 気 の 吸 収 を 促 進 さ せ る よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 吸 収 器 の 吸 収 部 を 伝 熱 管 で は な く プ レ ー ト 部 材 で 構 成 す る こ
と が で き る よ う に な り 、 蒸 発 器 と の 一 体 化 も 可 能 と な り 、 小 型 化 、 低 コ ス ト 化 が 可 能 と な
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 従 来 例 の よ う な 吸 収 溶 液 噴 霧 ノ ズ ル を 使 用 す る も の と 異 な っ て 、 目 詰 ま り や 、 溶
液 ポ ン プ の 吐 出 ヘ ッ ド の 増 大 等 が な く 、 消 費 電 力 も 少 な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 吸 収 溶 液 冷 却 用 の 空 冷 冷 却 器 は 、 汎 用 の 伝 熱 管 や 熱 交 換 器 が 使 用 で き る た め 、 大
き く コ ス ト が 低 下 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ ２ ） 　 第 ２ の 課 題 解 決 手 段
　 こ の 発 明 の 第 ２ の 課 題 解 決 手 段 は 、 上 記 第 １ の 課 題 解 決 手 段 の 構 成 に お い て 、 プ レ ー ト
部 は フ ラ ッ ト な 平 面 プ レ ー ト よ り な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ る と 、 液 膜 化 に よ る 吸 収 効 率 向 上 、 冷 却 部 不 要 に よ る 可 及 的 な 小 型
化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ ３ ） 　 第 ３ の 課 題 解 決 手 段
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　 こ の 発 明 の 第 ３ の 課 題 解 決 手 段 は 、 上 記 第 １ の 課 題 解 決 手 段 の 構 成 に お い て 、 プ レ ー ト
部 は 、 コ ル ゲ ー シ ョ ン タ イ プ の 平 面 プ レ ー ト よ り な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 平 面 プ レ ー ト と し て 効 果 的 に 液 膜 化 が 図 ら れ る こ と は も ち ろ
ん 、 液 膜 部 の 面 積 拡 大 に よ り 、 よ り 有 効 に 吸 収 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ ４ ） 　 第 ４ の 課 題 解 決 手 段
　 こ の 発 明 の 第 ４ の 課 題 解 決 手 段 は 、 上 記 第 ２ の 課 題 解 決 手 段 の 構 成 に お い て 、 プ レ ー ト
部 の 表 面 に 、 液 膜 拡 散 手 段 を 設 け て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 プ レ ー ト 部 表 面 の 液 膜 を 有 効 に 拡 散 さ せ 、 下 部 側 へ の 流 下 を
可 及 的 に 均 一 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 よ り 有 効 に 吸 収 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 液 膜 拡 散 手 段 と し て は 、 例 え ば プ レ ー ト 部 の 表 面 に デ ィ ン プ ル や 凹 凸 の 溝 を 付 け た
り 、 さ ら に 金 網 等 を 取 り 付 け る こ と な ど が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ ５ ） 　 第 ５ の 課 題 解 決 手 段
　 こ の 発 明 の 第 ５ の 課 題 解 決 手 段 は 、 上 記 第 ３ の 課 題 解 決 手 段 の 構 成 に お い て 、 コ ル ゲ ー
シ ョ ン タ イ プ の 平 面 プ レ ー ト の プ レ ー ト 部 に は 、 多 数 の 穴 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 平 面 部 で の 吸 収 液 の 液 膜 化 と 多 数 の 穴 を 介 し た 液 滴 化 と が 可
能 と な り 、 そ れ ら の 両 方 で 冷 媒 蒸 気 の 吸 収 性 能 を 一 層 大 き く 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 場 合 、 穴 あ き プ レ ー ト と し て は 、 例 え ば パ ン チ ン グ プ レ ー ト や エ キ ス パ ン ド メ タ ル
な ど の 採 用 が 可 能 で あ り 、 そ の よ う に す る と 、 容 易 に 加 工 製 作 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の 結 果 、 本 願 発 明 に よ る と 、 冷 媒 蒸 気 吸 収 性 能 の 高 い 吸 収 器 を 低 コ ス ト 、 か つ コ ン
パ ク ト に 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ 最 良 の 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ ～ 図 ３ は 、 本 願 発 明 の 最 良 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 空 冷 吸 収 式 冷 凍 装 置 の 吸 収 器 の 構
成 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 先 ず 図 １ は 、 同 吸 収 器 ３ に 対 し て 蒸 発 器 ２ を 箱 型 の 本 体 ケ ー シ ン グ ４ 内 に 一 体 化 し た 吸
収 器 お よ び 蒸 発 器 ユ ニ ッ ト １ 部 分 の 構 成 を 箱 型 の 本 体 ケ ー シ ン グ ４ の 一 部 を 切 り 欠 い て 示
し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 の 場 合 、 吸 収 器 ３ に 入 る Ｌ ｉ Ｂ ｒ 吸 収 溶 液 を 図 示 し な い 空 冷 冷 却 器 （ 図
８ 参 照 ） に て 過 冷 却 し 、 蒸 発 器 ２ と 一 体 で 本 体 ケ ー シ ン グ １ 内 に 収 め ら れ た 吸 収 器 ３ 内 で
、 蒸 発 器 ２ で 蒸 発 さ せ た 冷 媒 蒸 気 を 単 に 吸 収 さ せ る だ け で 、 吸 収 時 に 発 生 す る 吸 収 熱 を 過
冷 却 さ れ た 吸 収 溶 液 の 顕 熱 で 間 接 的 に 冷 却 す る 間 接 （ 溶 液 分 離 冷 却 ） 空 冷 方 式 が 採 用 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 蒸 発 器 ２ 、 吸 収 器 ３ の 各 々 上 部 に は 、 図 ２ 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 冷 媒 、 吸 収 溶
液 を 均 等 に 分 配 す る た め の 冷 媒 分 配 ト レ イ ５ 、 吸 収 溶 液 分 配 ト レ イ ６ を 各 々 設 け 、 蒸 発 器
２ は 内 部 に 被 冷 却 体 通 路 ２ １ ａ を 形 成 し た 菱 形 構 造 の プ レ ー ト 熱 交 換 器 ２ １ ， ２ １ ・ ・ ・
と し 、 表 面 に 冷 媒 を 液 膜 で 流 下 さ せ て 蒸 発 さ せ る こ と で 内 部 の 被 冷 却 流 体 （ 冷 水 等 ） を 冷
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却 す る よ う に な っ て い る 一 方 、 吸 収 器 ３ は 単 一 の 平 面 プ レ ー ト ３ １ ， ３ １ ・ ・ ・ の 両 面 を
溶 液 が 液 膜 状 態 で 垂 直 に 流 下 す る こ と で 、 冷 媒 蒸 気 の 吸 収 を よ り 効 果 的 に 促 進 さ せ る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 図 １ 中 の ７ は 希 溶 液 の 出 口 、 ８ ａ は 冷 水 の 入 り 口 、 ８ ｂ は 冷 水 の 出 口 を 示 し て い
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 吸 収 器 ３ の 吸 収 部 を 伝 熱 管 で は な く プ レ ー ト 部 材 で 構 成 す る
こ と が で き る よ う に な り 、 蒸 発 器 ２ と の 一 体 化 も 可 能 と な り 、 小 型 化 、 低 コ ス ト 化 が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 従 来 例 の よ う な 吸 収 溶 液 噴 霧 ノ ズ ル （ 図 ８ 中 の １ ４ 参 照 ） を 使 用 す る も の と 異 な
っ て 、 目 詰 ま り や 、 溶 液 ポ ン プ の 吐 出 ヘ ッ ド の 増 大 等 が な く 、 消 費 電 力 も 少 な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 吸 収 溶 液 冷 却 用 の 空 冷 冷 却 器 は 、 汎 用 の 伝 熱 管 や 熱 交 換 器 が 使 用 で き る た め （ 図
８ の 構 成 参 照 ） 、 大 き く コ ス ト が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 吸 収 器 ３ の 吸 収 部 は フ ラ ッ ト な 平 面 プ レ ー ト ３ １ ， ３ １ ・ ・ ・ よ り な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ る と 、 液 膜 化 に よ る 吸 収 効 率 向 上 、 冷 却 部 不 要 に よ る 可 及 的 な 小 型
化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ れ ら の 結 果 、 冷 媒 蒸 気 吸 収 性 能 の 高 い 吸 収 器 を 低 コ ス ト 、 か つ コ ン パ ク ト に 提 供 す る
こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 （ 変 形 例 １ ）
　 な お 、 以 上 の よ う に 構 成 し た 場 合 に お い て 、 上 記 フ ラ ッ ト な 平 面 プ レ ー ト ３ １ ， ３ １ ・
・ ・ の 表 面 に は 、 液 膜 を 有 効 に 拡 散 さ せ 、 そ の 下 部 へ の 流 下 状 態 を で き る だ け 均 一 化 に す
る よ う に 、 例 え ば デ ィ ン プ ル や 凹 凸 の 溝 を 付 け た り 、 さ ら に 金 網 等 を 取 り 付 け る こ と も で
き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 （ 最 良 の 実 施 の 形 態 ２ ）
　 次 に 図 ４ お よ び 図 ５ は 、 本 願 発 明 の 最 良 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 空 冷 吸 収 式 冷 凍 装 置 の 吸
収 器 の 構 造 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 は 、 上 記 最 良 の 実 施 の 形 態 １ の 構 成 に お け る 吸 収 器 ３ の 各 平 面 プ レ ー ト
３ １ ， ３ １ ・ ・ ・ を 、 例 え ば 図 ４ に 示 す よ う な 上 下 方 向 に 所 定 の 長 さ の コ ル ゲ ー シ ョ ン 構
造 に 曲 成 す る と と も に 、 そ の 表 面 ３ １ ａ ， ３ １ ａ ・ ・ ・ に 多 数 の 穴 ３ ２ ， ３ ２ ・ ・ ・ を 設
け 、 平 面 部 を 上 方 側 か ら 下 方 側 に 流 下 す る 液 膜 化 さ れ た 吸 収 溶 液 を さ ら に 多 数 の 穴 ３ ２ ，
３ ２ ・ ・ ・ を 介 し て 効 果 的 に 液 滴 化 さ せ な が ら 順 次 上 段 か ら 下 段 に 流 下 さ せ る よ う に し た
こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ る と 、 液 膜 形 成 の た め の プ レ ー ト 部 の 面 積 が 大 き く 拡 大 さ れ 、 液 膜
面 積 が 大 き く 拡 大 さ れ る と と も に 、 そ れ ら の 広 い 範 囲 で 上 段 側 か ら 下 段 側 へ の 液 滴 化 が 生
じ 、 そ れ ら の 両 方 の 作 用 で 冷 媒 蒸 気 の 吸 収 性 能 が 一 段 と 大 き く 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 （ 変 形 例 １ ）
　 な お 、 以 上 の よ う に 構 成 し た 場 合 に お い て も 、 上 記 多 数 の 穴 ３ ２ ， ３ ２ ・ ・ ・ を 有 す る
コ ル ゲ ー シ ョ ン 構 造 の 平 面 プ レ ー ト ３ １ ， ３ １ ・ ・ ・ の 表 面 に 、 液 膜 を 拡 散 さ せ 、 そ の 下
部 へ の 流 下 状 態 を で き る だ け 均 一 化 に す る よ う に 、 例 え ば デ ィ ン プ ル や 凹 凸 の 溝 を 付 け た
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り 、 さ ら に 金 網 等 を 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 （ 変 形 例 ２ ）
　 ま た 、 以 上 の よ う に 、 吸 収 器 ３ の 平 面 プ レ ー ト ３ １ ， ３ １ ・ ・ ・ を 、 多 数 の 穴 ３ ２ ， ３
２ ・ ・ ・ を 備 え た コ ル ゲ ー シ ョ ン 構 造 の も の に 形 成 し た 場 合 に お い て 、 例 え ば 図 ６ に 示 す
よ う に 、 上 記 吸 収 器 ３ と 蒸 発 器 ４ は 横 方 向 に 並 設 し て 一 体 化 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ っ て も 、 上 記 図 ４ の も の と 全 く 同 様 の 作 用 効 果 を 実 現 す る こ と が で
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 本 願 発 明 の 最 良 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 空 冷 吸 収 式 冷 凍 装 置 の 蒸 発 器 お よ び 吸 収 器
部 分 の 構 成 を 示 す 一 部 切 欠 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 装 置 の 蒸 発 器 部 分 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 装 置 の 吸 収 器 部 分 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 願 発 明 の 最 良 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 空 冷 吸 収 式 冷 凍 装 置 の 蒸 発 器 お よ び 吸 収 器
部 分 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 装 置 の 吸 収 器 お よ び ト レ イ 部 分 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 装 置 の 変 形 例 ２ に 係 る 蒸 発 器 お よ び 吸 収 器 部 分 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 一 般 の 空 冷 吸 収 式 冷 凍 装 置 の 空 冷 吸 収 器 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 空 冷 吸 収 式 冷 凍 装 置 の 間 接 空 冷 方 式 の 吸 収 器 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 １ は 蒸 発 器 お よ び 吸 収 器 ユ ニ ッ ト 、 ２ は 蒸 発 器 、 ３ は 吸 収 器 、 ４ は 本 体 ケ ー シ ン グ 、 ５
は 冷 媒 分 配 ト レ イ 、 ６ は 吸 収 溶 液 分 配 ト レ イ 、 ２ １ は 蒸 発 器 用 プ レ ー ト 式 熱 交 換 器 、 ２ １
ａ は 被 冷 却 体 通 路 、 ３ １ は 吸 収 器 用 平 面 プ レ ー ト で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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